
国産カラマツ集成材を活用した
ミラノ国際博覧会日本館の外壁

用途に応じた木材の仕分けと工場への直送
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～
木
材
自
給
率
の
30
％
台
へ
の
回
復
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
や
セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
と
い
っ
た
新
た
な
取
組
な
ど
を
紹
介
～

　
５
月
17
日
に
、「
平
成
27
年
度
森
林
・
林
業
白
書
」（
平
成
27
年
度
森
林
及
び

林
業
の
動
向
、
平
成
28
年
度
森
林
及
び
林
業
施
策
）
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
森
林
・
林
業
白
書
は
、
政
府
と
し
て
、
毎
年
、
森
林
・
林
業
の
動
向
や
講
じ

た
施
策
等
を
国
会
に
報
告
す
る
も
の
で
す
。
冒
頭
の
「
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
で
は
特

徴
的
、印
象
的
な
動
き
を
紹
介
し
た
り
、第
Ⅰ
章
（
特
集
章
）
で
は
特
定
の
テ
ー

マ
に
的
を
絞
っ
て
分
析
を
行
う

な
ど
、
図
表
や
事
例
写
真
も
交

え
て
、国
民
の
皆
様
の
ご
理
解
、

ご
関
心
を
い
た
だ
け
る
よ
う
に

努
め
ま
し
た
。

■
ト
ピ
ッ
ク
ス

　

明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
、

木
材
自
給
率
が
30
％
台
ま
で
回

復
し
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
し

た
。
続
い
て
、
２
０
２
０
年
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
施
設
整
備

に
お
い
て
建
設
資
材
や
内
装
材

へ
の
木
材
利
用
の
取
組
が
進
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
、
ミ
ラ
ノ
国

際
博
覧
会
で
木
材
利
用
の
魅
力

を
発
信
し
た
こ
と
、
地
球
温
暖

化
対
策
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ

た
国
連
の
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
）

で
パ
リ
協
定
が
採
択
さ
れ
、
温

人工林の齢級構成の変化

0

50

100

150

200

250

7 11 16
23

35

58

85

111

156
163

147

92

35
19 16 14 11 9

17

206

229

102

40 32 34
27 28

21 17 15 8 5 1 2

10 齢級以上
51%

昭和41年度
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この50年で、10齢級
以上の人工林面積は
47万haから523万ha
に増加
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※１　齢級は、林齢を５年の幅でくくった単位。苗木を植栽した年を１年生として、１〜５年生を「１齢級」と数える。
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工場での CLT 生産

認定森林施業プランナーによるタブレット型
コンピューターを活用した集約化の取組
　北はりま森林組合では、認定森林施業プランナーによるタブレット型
コンピューターを活用した施業集約化に取り組んでいます。
　タブレット型コンピュー
ターの利用により、森林
所有者に提案する資料の
準備や説明に要する時間
を短縮することが可能と
なりました。
  また、タブレット型コ
ンピューターを活用した
説明は、施業提案のイラ
ストを用いることから、
従来よりも森林所有者の
関心や理解、同意を得る
ことかできるようになっ
ています。

セルロースナノファイバーで「マルクス・ヴァーレンベリ賞」を受賞
　平成 27（2015）年に、東京大学大学院農学生命科学研究科の磯貝明 教授、同研究科の齋藤継之准教授、
フランス国立科学研究センターの西山義春博士の 3 名が「森林・木材科学分野のノーベル賞」ともいえ
る「マルクス・ヴァーレンベリ賞注」をアジアで初めて受賞しました。
　同教授のグループは、樹木を構成するセルロース繊維を細かくほぐし、高効率でセルロースナノファ
イバーを調製する研究を行いました。これは、セルロースナノファイバーの産業利用にとって画期的な
技術であるとともに、関連する研究開発が世界へ拡大する先駆けとなりました。

注 : 	森林・木材科学分野、関連生物分野において独創的かつ卓越した研究成果、あるいは実用化に大き
く貢献した功績を対象に表彰を行うもので、1981年にヴァーレンベリ財団によって創設された。

早生樹の試験植栽や早生樹の
産学官共催セミナーを実施

　近畿中国森林管理局で
は、京都府立大学と共同で、
平成 27（2015）年３月か
ら５月にかけて、管内の国
有林野10か所においてセ
ンダン 170 本の試験植栽
を行いました。今後、継続
的に調査を行うこととして
います。 
　また、同森林管理局では、
産学官共同で早生樹林業に
関するセミナー を開催す
るなど、早生樹林業の持つ
可能性についての認識を広
めるための取組を行ってい
ます。

事例１事例２

コ ラ ム

スウェーデン国王から表彰される磯貝明教授ら

タブレット型コンピュータを
活用した森林の現地調査試験植栽されたセンダン

室
効
果
ガ
ス
の
吸
収
源
・
貯
蔵
庫
と
し
て
の
森
林
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
た
こ

と
、
創
設
か
ら
百
年
を
迎
え
た
国
有
林
の
保
護
林
制
度
の
改
正
に
つ
い
て
紹
介

し
て
い
ま
す
。

■
第
Ⅰ
章　

国
産
材
の
安
定
供
給
体
制
の
構
築
に
向
け
て

　

今
年
の
第
Ⅰ
章
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
戦
後
造
成
さ
れ
た
人
工
林
資
源
が

充
実
し
て
十
分
な
供
給
余
力
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
国
産
材
の
需
要
も
増
加
傾

向
に
あ
る
一
方
で
、
林
業
の
生
産
性
の
低
さ
等
か
ら
国
産
材
の
安
定
的
・
効
率

的
な
供
給
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
、
林
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け
た
課
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
選
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
第
Ⅰ
章
で
は
、
国
産
材
の
安
定
供
給
体
制
を
構
築
す
る
上
で
、
製
材
用

材
や
合
板
用
材
な
ど
の
用
途
に
応
じ
て
、
必
要
な
数
量
の
原
木
を
と
り
ま
と
め

て
供
給
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は　

、
原
木
を
供
給
す

る
能
力
を
拡
大
す
る
取
組
と
、
木
材
に
関
す
る
需
給
情
報
の
共
有
や
原
木
供
給

の
と
り
ま
と
め
を
進
め
る
取
組
が
不
可
欠
だ
と
分
析
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

こ
の
分
析
を
踏
ま
え
、
主
伐
や
そ
の
後
の
確
実
な
更
新
、
効
率
的
な
作
業
シ
ス

テ
ム
の
構
築
、
安
定
取
引
に
基
づ
い
た
原
木
の
供
給
と
い
っ
た
取
組
の
現
状
と

今
後
の
課
題
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

■
第
Ⅱ
章
以
降
の
構
成
に
つ
い
て

　

第
Ⅱ
章
以
降
は
、
森
林
、
林
業
、
木

材
産
業
、
国
有
林
野
、
東
日
本
大
震
災

の
復
興
の
順
番
で
、
平
成
27
年
度
に
お

け
る
動
向
や
課
題
の
分
析
等
を
掲
載
し

ま
し
た
。
こ
の
中
で
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
直
交

集
成
板
）
の
建
築
基
準
の
告
示
や
セ
ル

ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
の
開
発
、
林

産
物
輸
出
対
策
な
ど
林
業
の
成
長
産
業

化
に
向
け
た
新
た
な
取
組
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　

森
林
・
林
業
白
書
の
本
文
に
つ
い
て
は
、
林
野
庁
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
以
下
の
リ
ン
ク
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.rinya.m

aff.go.jp/j/kikaku/hakusyo/27hakusyo/index.htm
l
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